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　全国各地から、それぞれの地域で子育て支援に取り組まれている皆様をお迎えし、「第４回 子育て支
援センター 全国セミナー ２０１３ in宮崎」を盛大に開催できますことは、誠に喜ばしい限りです。宮崎
県民を代表して、御来県の皆様を心から歓迎いたします。
　皆様方には、日ごろから、親子の交流の場の提供や子育てに関する相談・援助、また、保育の現場での熱
心な取組など、地域における子育て支援に多大な御尽力をいただいており、深く敬意を表する次第です。
　さて、人口減少や急速な少子化が、我が国の社会経済に大きな影響を及ぼすことが懸念される中、行政
による子育て支援策の充実とともに、地域や企業などを含めた社会全体で子育て支援に取り組んでいく
ことが不可欠となっております。
　このため宮崎県では、「日本一の子育て・子育ち立県」の確立を目指して、県民全体で子どもと子育て家
庭を応援する気運を醸成する「未来みやざき子育て県民運動」の推進をはじめ、地域における子育て支援
体制の充実や子育てにかかる経済的な負担の軽減、仕事と家庭の両立支援など、総合的な子育て支援・少
子化対策に県民総ぐるみで取り組んでいるところです。       
　とりわけ、子育て支援センターにつきましては、地域の子育て支援の拠点として重要な役割を担って
いただいておりますが、一昨年、関係者の強い熱意により「宮崎県子育て支援連絡協議会」が設立され、県
内の支援センターが主体的に支援技術の向上等に取り組む体制が整備されたところであり、県としまし
ても、市町村と連携しながら、積極的な支援を行っているところであります。　　こうした中、「子と親と
地域をつなぐ子育て支援」をテーマに、全国の子育て支援に関わる皆様方が一堂に会され、情報交換や研
修が行われますことは、誠に意義深く、セミナーの成果には大きな期待を寄せています。
　次世代を担う子どもたちは地域の宝であり、活力の源、未来への希望であります。皆様方には、今回の
セミナーを契機として、今後の取組に一層の御尽力をいただきますようお願い申し上げます。
　ところで、本県は、古事記や日本書紀に描かれた日本発祥にまつわる日向神話の舞台であり、昨年より
「神話のふるさと　みやざき温故知新ものがたり」をコンセプトに記紀編さん１３００年記念事業を展
開しております。御来県の皆様には、是非この機会に本県の魅力を存分に満喫していただければ幸いに
存じます。
　終わりに、本セミナーが実り多いものとなりますとともに、御参加の皆様のますますの御健勝と御活
躍を心からお祈り申し上げまして、御挨拶といたします。

宮崎県知事　河 野　俊 嗣

ごあいさつ
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　第4回子育て支援センター全国セミナー2013 in宮崎が、厚生労働省をはじめ宮崎県、宮崎市、そして
多くの子育て支援係者のご支援、ご協力により盛大に開催できますことに深く感謝申し上げます。また、
全国各地からご参加くださいました皆様方に心から御礼申し上げます。
　さて、少子化や核家族化の進行、メディア社会の進展、地域における連帯感の希薄化などが児童虐待や
いじめ、不登校などを生み出して、子どもたちの「育つ」環境を悪化させています。子育て環境の悪化を表
す一つの指標として、児童虐待対応相談件数の推移で見てみますと、平成2年度に、全国で1,101件で
あったものが、その後、急激に増加しながら平成24年度には66,807件の発生となっています。もちろ
ん、この数字は、児童虐待防止法の制定や要保護児童対策協議会の設置など、各種子育て支援策の取組み
により、それまで水面下に隠れていたものが、関係者の努力で表出するようになったことも考慮して見
る必要はあります。しかしながら、そのことを差し引きましても、年間に6万件を超える相談件数は、子育
て環境の悪化を如実に示しているものと思われます。
　現在、宮崎県内には56箇所の「子育て支援センター」や「子育て広場」があり、それぞれの地域で子育て
支援に懸命に取り組んでいます。しかしながら、子育て支援の先進県である熊本県や山口県、富山県など
に比べると、子育て支援関係者による団体の組織化は遅れていました。これまでは県主催の研修会に年1
回参加するだけで、地域の子育て支援は、子育て支援センターや子育て広場による個々の取組みでは限
界があります。これからは、自己研鑽に励むとともに、地域の保育所や幼稚園をはじめ、子どもに関係す
る機関との密接な情報交換や緊密な連携のもとに、地域ぐるみで取組むことが重要です。幸いにも宮崎
県では、平成23年に「未来みやざき子育て県民運動推進協議会」を立ち上げ、県民ぐるみの子育て支援を
推進されることになりました。この動きに呼応するかたちで、宮崎県内の子育て支援センター関係者の
皆様に呼びかけ、平成23年10月17日に宮崎県子育て支援連絡協議会を結成し、子育て支援関係者の情
報交換や研修をスタートさせました。
　また、これからの子育て支援は、親の子育てを単に「支援」するだけでなく、親の「育ち」にも視点をあて
た子育て支援活動が肝要だと思います。本セミナー参加者の皆様には、子育て支援制度改定の動向を踏
まえながら、先進地の活動や取組みに学びつつ、子育て支援関係者同士の相互交流を深めていただき、そ
れぞれの地域における「子育て文化」の再構築を図るきっかけにしていただきたいものです。
　結びに、本セミナーの開催にあたり、共催団体として全面的にご支援、ご協力をくださいました地元宮
崎県保育連盟連合会をはじめ、ご後援、ご協賛くださいました関係者の皆様方に厚く御礼申し上げまし
て、全国セミナー開催のご挨拶といたします。

全国セミナーin宮崎実行委員会
宮崎県子育て支援連絡協議会

会 　長　木 本　宗 雄

ごあいさつ
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　「第４回子育て支援センター全国セミナー２０１３in宮崎」が、全国各地から関係者の皆様多数ご出席
のもと、盛大に開催されますことをお喜び申し上げますとともに、緑あふれる太陽都市宮崎にお越しい
ただき、４０万人市民を代表しまして心から歓迎申し上げます。また、本セミナーの開催にご尽力された
関係各位の皆様に深く感謝を申し上げます。

　さて、少子・高齢化時代を迎え、子どもと家庭を取り巻く環境が大きく変動し、子育ての知恵を共有す
ることが困難な現代社会は、いじめの問題や児童虐待など多くの課題に直面しています。
このような中、平成２４年８月に子ども・子育て支援関連３法が成立し、子育てのシステムが大きく変わ
ろうとしています。新しい制度では、「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指すことを基本とし、
すべての子どもの生存と発達が保障されるよう、社会全体で子育て家庭を支援する体制づくりが必要と
なってまいります。

　本市では、３２か所の地域子育て支援センターを設置するほか、小学校就学前の乳幼児医療費の無料
化や予防接種の助成拡大など、子育て世代が安心して子どもを産み、育てることができるよう子育て支
援の充実に努めているところです。
子どもは地域の宝「財産」という考えのもとに、次世代を担う子どもたちが、郷土を愛し、夢を抱くことが
できるよう、感性豊かな「みやざきっ子」の育成に努め、子どもを中心とした対面型の地域コミュニティ
づくりを推進しております。

　最後に、日頃から、それぞれの地域で子育て支援に多大なるご尽力をいただいている皆様に、深く感謝
の意と敬意を表しますとともに、本セミナーの成功と皆様の益々のご活躍を心からお祈り申し上げ、お
祝いの言葉といたします。

宮崎市長　戸敷　正　

祝　　辞
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大会日程
2日間の日程

●18:00　開場
●18:30　開宴

●アトラクション　　歌手　うらり／URALi

交流会のご案内

第4回  子育て支援センター全国セミナー

10/3131
木

11/11
金

受付

オープニング

開会式

・主催者挨拶・来賓挨拶　
・来賓紹介
・日程説明

行政説明

特別講演
子どもの育ちと家庭支援の課題
髙橋　史朗　氏

休憩

シンポジューム

交流会開場
交流会開宴
アトラクション
歌手　うらり / URALi

 

12:00

12:15

13:00

13:30

14:15

15:45

16:00
18:00

18:30

8 : 0 0

9 : 1 5

9 : 3 0

12:00

 　 　

13:00

13:30

13:45

15:15

15:30

１日目 2日目

早朝セミナー

早朝セミナー終了

分科会

分科会終了

昼食・休憩

全体集会

・分科会報告・みやざき宣言

全体集会終了

記念講演
子育ては自然にかえれ
巷野　悟郎　氏

閉会式

閉会式終了
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会場のご案内

第4回  子育て支援センター全国セミナー

東館　3階フロア

大宴会場「光耀」大宴会場「光耀」大宴会場「光耀」

緋耀 碧耀

ホワイエ

翠耀

こうようこうようこうよう

ひ  ようひ  ようひ  よう すいようすいようすいようへきようへきようへきよう

＜緋・碧燿＞
【10/31】
  開会式・特別講演 ・
  シンポジューム・交流会 
【11/1】
  早朝セミナ－１　会場
  分科会２　会場
  全体集会・記念講演・閉会式

＜翠燿＞
【11/1】
  早朝セミナ－２　会場
  分科会６　会場

分科会2・６　
お弁当渡し  （ホワイエ）

東館　1階フロア

クローククローククローク

フロントフロントフロント

ジュエリー
   ショップ
ジュエリー
   ショップ
ジュエリー
   ショップ

フラワー
 ショップ
フラワー
 ショップ
フラワー
 ショップ

チャペルチャペルチャペル
衣装室衣装室衣装室

WCWCWC

WCWCWC 写真室写真室写真室

ティーラウンジ
　「ひまわり」
ティーラウンジ
　「ひまわり」
ティーラウンジ
　「ひまわり」

玄　関玄　関玄　関

噴水噴水噴水
ブライダルサロンブライダルサロンブライダルサロン

結婚式場
「高砂」
結婚式場
「高砂」
結婚式場
「高砂」

西館へ西館へ西館へ

福寿

東館 2階フロア

紅 日向大虹

初雁
はつかり

おおにじ ひ む か

べにひゅうが

くれない 分科会１会場（紅）

分科会5会場（日向）

分科会４会場（大虹）

分科会１・３・4・５　
お弁当渡し(ロビ－)

分科会３会場（初雁）

【10/31・11/1】　控室　(寿）

【10/31・11/1】　
　大会事務局　(福）
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行政説明
厚生労働省 雇用均等・児童家庭局
総務課 少子化対策企画室　室長

　竹林　悟史

10/31
木

13:30～

29



第4回  子育て支援センター全国セミナー

8



第4回  子育て支援センター全国セミナー

9



第4回  子育て支援センター全国セミナー

10



第4回  子育て支援センター全国セミナー

11



第4回  子育て支援センター全国セミナー

12



第4回  子育て支援センター全国セミナー

13



第4回  子育て支援センター全国セミナー

14



第4回  子育て支援センター全国セミナー

15



第4回  子育て支援センター全国セミナー

16



第4回  子育て支援センター全国セミナー

17



第4回  子育て支援センター全国セミナー

18



第4回  子育て支援センター全国セミナー

19



第4回  子育て支援センター全国セミナー

20



第4回  子育て支援センター全国セミナー

21



第4回  子育て支援センター全国セミナー

22



第4回  子育て支援センター全国セミナー

23



第4回  子育て支援センター全国セミナー

24



第4回  子育て支援センター全国セミナー

25



第4回  子育て支援センター全国セミナー

26



第4回  子育て支援センター全国セミナー

27



第4回  子育て支援センター全国セミナー

28



第4回  子育て支援センター全国セミナー

29



第4回  子育て支援センター全国セミナー

30



第4回  子育て支援センター全国セミナー

31



第4回  子育て支援センター全国セミナー

32

特別講演

■講師プロフィール
髙橋　史朗　氏（たかはし　しろう）
昭和２５年生まれ。
早稲田大学大学院修了後、スタンフォード大学フーバー研究所客員研究員、政府の臨時教育審議会専
門委員・少子化対策重点戦略検討会議分科会委員、自治省の青少年健全育成調査研究委員会座長、埼
玉県教育委員長を経て、現在、明星大学教授、一般財団法人親学推進協会会長、政府の男女共同参画
会議議員。
著書は「脳科学から見た日本の伝統的子育て」（モラロジー研究所）など多数。

『子どもの育ちと家庭支援の課題』

講　師　髙橋　史朗　氏
(明星大学　教育学部教育学科　教授 )

10/31
木

14:15～

Memo
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シンポジューム

テーマ
『新たな地域子育て支援のあり方を探る』

■シンポジスト
　大方　美香　氏　(大阪総合保育大学　児童保育学部　学部長・教授 )
　松田　妙子　氏　(せたがや子育てネット　代表理事 )
　中川　美香　氏　(宮崎日日新聞文化部　次長 )
　中川　浩一　氏　(山口県子育て支援センター連絡会　会長 )
■アドバイザー
　竹林　悟史　氏（厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課　少子化対策企画室　室長）
■コーディネーター
　村上　千幸　氏　(山東保育園　園長 )

□シンポジストプロフィール

中川　美香　氏（なかがわ　みか）
宮崎県都城市生まれ。都城西高、神戸市外国語大学卒。1993年宮崎日日新聞社（宮崎市）に入社し、報道部、
日南支社、文化部に勤務。現在は文化部次長として音楽・芸能、子育て・教育、若者情報など担当。
２００５年から１００回以上続けた連載「ハロー！ベイビーズ～双子育児で見えたもの～」では、自
身の双子出産（現在１０歳）を機に周産期医療の現場や育児事情などを取材。その後単行本化した。
これまでに日本看護学会など各種大会でパネリストや講師（講演）を務めたほか、日本多胎支援協会「虐
待防止のための連携型多胎支援事業」推進委員なども経験。最近では２０１２年５月に創刊した「宮
日こども新聞」担当デスクとして、子どもたちに新聞や活字を通して「生きる力」を育んでもらおう
と奮闘中。

松田　妙子　氏（まつだ　たえこ）
1969年東京都渋谷区生まれ。
明治学院大学社会福祉学科卒業
財団法人日本育成協会こどもの城勤務（1992～1996）
三重県津市にて第1子出産後、赤ちゃんサロン立ち上げ。情報誌の発行。
2001年第2子出産後、東京都世田谷区にて「子育て支援グループamigo」を立ち上げ。 
2004年区内ネットワークを法人化、「NPO法人せたがや子育てネット」に。
支援者、支援グループ等のネットワーク、中間支援活動開始。
下北沢の商店街でコミュニティカフェを3年半運営。
2010年̃UR都市機構と協働で芦花公園団地内の子育てびろば「キッズスペースぶりっじ」の運営。
主な講演内容は、当事者参加型のまちづくり、しかけづくりのコツ　保護者とのコミュニケーション
地域に根ざした子育て　乳幼児期の親の居場所づくり　地域における産前産後ケアの展開　など

10/31
木

16:00～
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大方　美香　氏（おおがた　みか）
大阪総合保育大学大学院　教授
大阪府出身。聖和大学教育学部幼児教育学科卒業。曽根幼稚園勤務(1985年3月まで)。1987年3月、聖和大
学院教育学研究科幼児教育学専攻修了(教育学修士)。2004年4月、大阪城南女子短期大学教授。2006年4
月より大阪総合保育大学児童保育学部学部長・教授(現職)、2010年より大阪総合保育大学大学院教授(兼
務)、大阪教育大学教員育成課程非常勤講師。自宅にて子育てサロン主催(1986年～現在)、子ども総合保育
センターセンター長歴任、日本乳幼児教育学会常任理事歴任、全国ベビーシッター協会理事。

実践活動
＜乳児保育＞＜保育カリキュラム＞＜子育て支援・保護者支援＞
＜子どもの「遊び」＞＜幼稚園関係＞　
日本保育協会 (全国) 、大阪府、京都府、滋賀県、福井県、兵庫県、富山県、新潟県等、各都道府県市町村にて講演・
研修。全国保育サービス協会研修会　他　
委員等
大阪市福祉サービス第三者評価事業評価決定委員会委員長(児童福祉分野)、斑鳩町男女共同参画社会推進委
員会委員、泉南市地域家庭教育推進協議会副委員長、枚方市健康福祉審議会委員長、大阪府人権教育審議会委
員長、大阪府「こころの再生会議」大阪の100人、大阪府教育委員会のホームページに掲載、池田市子ども・子育
て会議委員長、池田市子ども・奈良市子ども・子育て会議委員長・伊丹市学校教育審議会　他

中川　浩一　氏（なかがわ　こういち）
1960 年生まれ。下関市出身。大学卒業後 勝山保育園勤務し現在は同園副園長　やまぐち子育て県民
運動推進会議有識者メンバー・山口県子育て支援センター連絡会会長・「こどもなんでもネットワーク
下関」事務局・「チャイルドラインしものせき」運営委員兼事務局長・日本保育協会「地域における子
育て支援に関する調査研究委員会」委員・日本保育協会山口県支部副支部長　等。

村上　千幸　氏（むらかみ ちゆき）
＜ 略　歴 ＞
昭和５５年　社会福祉法人喜育園　山東保育園就職
平成元年　　　　同上　　　　　　園長就任
平成９年　　熊本子育てネット運営委員（～現在）
平成１９年　日本保育協会調査研究委員（～現在）
平成２４年　厚生労働省
 　　　         利用者支援事業実施支援プログラム作成調査研究検討委員会委員
＜ 著書等＞
２００８年　読売子育て応援団大賞受賞
２０１０年　エコスクール　国際認証グリーンフラッグ取得
２０１１年　くまもとストップ温暖化大賞受賞
２０１２年　「食育が子どもの未来を拓く」（エンタイトル出版）
　　　　　　「かしこい体の教科書」（ライフマイルエージ研究所）
２０１２年　低炭素杯２０１２「最優秀地域エコ活動賞」受賞
　

□コーディネータープロフィール
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児童虐待の予防と対策

講師　二見　志信 氏
（みやざきママパパ happy代表）

第4回  子育て支援センター全国セミナー

□講師プロフィール

宮崎市在住　　１歳９ヶ月と７歳の女の子の母親

〇特定非営利活動法人みやざきママパパ happy 理事長
〇特定非営利活動法人ドロップインセンター事務局スタッフ
〇特定非営利活動法人マミーズサミット・全国ネット　会員
〇特定非営利活動法人日本こどものための委員会……セカンドステップ指導員・親子塾責任者
〇特定非営利活動法人コミュニティ・カウンセリング・センター
　…………………………Ｎｏｂｏｄｙ‘ｓ　Ｐｅｒｆｅｃｔ　Ｊａｐａｎ認定ファシリテーター
〇Oggi ヒューマンネット子育て支援プロジェクト
　…………………………………………………コモンセンスペアレンティング（幼児篇）指導者
〇宮崎市子ども・子育て会議　委員 (2013 年 8月～)

〈別途配布資料〉
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口腔は成長の履歴書
～ 大規模調査から見た口腔と成長の関係
                                そして食育の重要性 ～

講師　目良　誠 氏
（臨床歯科学生理研究所 所長・歯科医師）

第4回  子育て支援センター全国セミナー

講演趣旨　　　
　今夏　以下の仮説をもとにして　熊本県・福岡県・千葉県7保育園において500名の園児を対象として
大規模調査を行った。
　調査は、歯型の採取・運動能力テスト5種・足型採取・全身像の写真撮影及び保護者に対するアンケー
ト調査及び保育士に対するアンケート調査。
　　我々が本調査に対する基本的な仮説として

　　１．「成長の原則」から「口腔状態」を見ることにより成長の状況を見ることが出来る
　　２．故に口腔の育成が身体の成長の基礎となる
　　３．口腔の成長の為には「食育」が重要である
　　　を前提とした調査であった。

　今回、その調査報告を行うとともに食育及び口腔育成の重要性を解説し、また、大規模調査に引き続き
行っている、「調査時に問題を発見した園児を対象とした保護者及び保育士に対する個別面談等」の結果
から
　口腔頚部の成長不足の見方
　各種問題点への具体的な現場での対応例
　食育の具体例　　　等々　　現場で対応するより具体的な方法についてお話ししたい。
1970年代より子ども達の成長における問題点が指摘されてきたが、平成に入りその傾向はより一層悪
化している。様々な調査によりその事実は明白であるが改善方法については手探りの状態が続いてい
る。我々は、身体の構造と機能に焦点を当て、これまで語られることの少なかった口腔頚部の成長が身体
の劣成長化に繋がっているのではないか、そしてその改善には「食とくらし」へのアプローチが必要では
ないかとの前提に置いて調査を行った。「栄養」を中心とした食育ではなく「くらしの中の食育」について
考えるきっかけとなれば幸いである。

1977 年  城西歯科（明海大学）卒業
1978年  American Academy for Functional Ortodontics( 米国・シカゴ )
              Chat Anthony Frank 歯科診療所勤務
2002年  MSCJ デンタルクリニック開院 (兵庫県芦屋市 )
　　　     透明なマウスピースによる矯正治療 " ストレートライン " を考案
2006年  ストレートラインの普及を目的に全国各地にてセミナー・講演会を開始
2010年  MSCJ デンタルクリニックを西宮市に移転
〔著者〕
「CAPによる矯正歯科治療－装置の概要と臨床－」(東京臨床出版 )
「ストレートライン 臨床と装置の制作〔成人矯正編〕」（小児編も有）
「緊急援助とボランティア－ルワンダから神戸へ」(河出書房新社 )　　　他

□講師プロフィール
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分科会一覧

テーマ：児童虐待の防止に向け子育て不安家庭への支援を学ぶ

テーマ：新たな子育て支援拠点を提案する

テーマ：新たな地域子育て文化を創造する

テーマ：子どもの育ちとメディアの関係を考える

テーマ：体験活動を通した子育て支援に学ぶ

テーマ：マイ保育園・マイ支援センターをつくろう

第1

第2

第3

第4

第5

第6

分科会 記録発表者 講師 座長 幹事

第1

第2

第3

第4

第5

第6

分科会

あおぞら
保育園 
園長
平川 美智子

ふたば
保育園
園長
井上 留美

宮崎市
行政報告

宮崎県立看護大学
教授
花野 典子

おひさま保育園
園長
横山 槇子

ふたば保育園
主任保育士
柗元 紗基子

おひさま保育園
園長
横山 槇子

千葉県
柏さかさい保育園 
園長
中山 勲

（実践発表）
子育て支援センター
おやこの森　主任
小澤 のり子

山口県
子育て支援センター
連絡会 会長
中川 浩一

関西大学
人間健康学部 
教授
山縣 文治

関西大学
人間健康学部 
教授
杉本 厚夫

子どもが未来
代表
古野 陽一

なかよし保育園
園長
玉村 キクエ

さくらんぼ保育園
主任保育士
松田 しのぶ

大阪総合保育大学
児童保育学部
学部長 教授
大方 美香

延岡子育て支援センター
「おやこの森」
副理事長
犬童 紀子
なかよし保育園
園長
玉村 キクエ

チャイルドライン
みやざき
事務局長　
後藤 幾子

熊本県子育てネット
釼 幸美
浜本 愛香
田中 和美
清田　緑
・グループ討議

日向・地域子育て
支援センター
保育士
高橋 丁子

富山県
石動西部保育園 
園長
中西 千賀子

日向・地域子育て
支援センター
保育士
高橋 丁子

（コーディネーター）
熊本県
山東保育園
園長
村上 千幸

NPO法人みやざき子ども
文化センター代表理事
片野坂 千鶴子
子育てサロンどんぐり
代表　曽山 喜美
子育てアドバイザー
藤崎 路子

チャイルドライン
みやざき
事務局長　
後藤 幾子

Uビジョン研究所 
理事
おやこの森
子育て支援専門員
松本 由美子

おやこの森 
職員
柳田 美穂

南さくら保育園
園長
﨑村 尚子

おやこの森 
職員
柳田 美穂

おやこの森
ファミリーサポート担当
吉田　由紀子

（発表者なし）

・講演
・グループ討議

（発表者なし）

・講演
・ワークショップ
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「児童虐待の防止に向け
　　　　子育て不安家庭への支援を学ぶ」

講師　花野　典子氏  
（宮崎県立看護大学　教授） 

＜ 学　歴 ＞
昭和47年3月　東京女子医科大学看護短期大学卒業　（看護師免許取得）
昭和62年3月　日本女子大学家政学部児童学科卒業　（幼稚園・小学校教諭第１種免許取得）
平成10年3月　淑徳大学大学院社会福祉研究科社会学専攻修士課程修了
平成12年4月　淑徳大学大学院社会学研究科社会学専攻後期課程入学
平成15年3月　上記中途退学

＜ 職　歴 ＞
昭和47年4月　東京女子医科大学病院勤務
昭和52年4月　福井県立短期大学  看護学科　助手（小児看護学）
昭和55年4月　日本看護協会　卒後教育部
昭和63年4月　慈恵看護専門学校　小児看護専任教員
平成   2年4月　帝京平成短期大学　看護学科（講師～助教授）（基礎看護学･小児看護学）
平成10年4月　宮崎県立看護大学　家族看護学（小児）教授　現在に至る

現在は、講義および臨床実習指導（県立宮崎病院･こども療育センター）にあたる。
社会活動として、NPO子ども虐待防止みやざきの会理事、日本小児看護学会査読委員、
宮崎県社会福祉審議会児童福祉専門部会副部会長など
大学における地域貢献事業として、大学及びきよたけ児童文化センターでおもちゃ広場を開催。
研究テーマは障害児教育・子ども虐待防止・子育て支援など

＜主な著書・論文＞
疾病の成立と回復促進（放送大学教材テキスト）　2004
看護・介護・福祉の事典　朝倉書店　2006
（論文）子ども虐待を生んだ家族の要因と看護の役割　宮崎県立看護大学紀要　2000
（論文）子育て支援の指針に関する研究　宮崎県立看護大学紀要　2008　　　など

■座長・記録
　横山　槇子　　おひさま保育園　園長

■幹事
　柗元　紗基子　ふたば保育園　主任保育士

■発表者
　平川　美智子　あおぞら保育園　園長
　井上　留美　　ふたば保育園　園長

□講師プロフィール
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42

Memo

第4回  子育て支援センター全国セミナー
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児童虐待に関する事例報告

社会福祉法人みやざき福祉園　あおぞら保育園
園長　平川　美智子

背　景        

　T　　5歳・男児（在園期間：平成22年11月1日～平成24年3月31日・2年4か月）
・母子世帯　　　　家族構成：母・33歳　　・　同居人　男性　35歳
・同居人からの身体的及び心理的虐待

保育園での関わり        

・行動が荒く激しいので、ゆっくり丁寧な関わりを心掛け、保護者との連携を大切にしながら見守っ
ていった。

・特に男性保育士に対して、甘えなのか我を通そうとし、注意されると「嫌だ！嫌だ！」と大声で泣
いて暴れるので、別部屋に連れて行き、気持ちを落ち着かせるようにした。全職員での協力体制作り。

・3 歳未満児クラスに行きたがるので、3 歳未満児担任と連携しながらできるだけ好きな場所で過ご
させた。 

・（１月）特に荒れていたので、主任保育士が母親と面談する。
・（５月）T が男性に殴られ右頬に青あざをつけて登園。主任保育士が母親へ聞き取り。園長が子ども
課に連絡。

・（８月）母親両目周囲打撲跡　→　園長が聞き取り　「11ヶ所くらい殴られた。友人の家にいる」 
・（９月）T と母親は同居人の家を出て、2 人の生活を始めるが、同居人と会った翌日は特に激しい行
動が目立つ。
　虐待行為についての見守りを続ける。
・入学後：保幼小連携会議出席時、様子を見に行く・・きちんと椅子に座っていることができない様子。 
担任より、「虐待を受けている様子はない」との報告。 

・（秋）保幼小連携行事で学校へ・・静かに授業を受けていた。安定している様子。 
・（2年生）特別支援学級に移る　（他の保護者より）

他機関との連携
・子ども課係長に電話で経緯を伝える　→　係長より子育て支援課へ連絡　→　子育て支援課 2 名来
園。

・県児童相談所に連絡すると、その日の夕方に3名来園し、母親と面談。 
・児童相談所にてケース会議・・市子ども支援課・派出所警察官・地域主任児童委員・園長出席。 
・入学を前に教育委員会の「就学前教育相談」を勧める。事前に園長が市児童相談係へ電話して、あ
らかじめ教育委員会への経緯説明を依頼。しかし、教育委員会とは繋がりがないとの返答。しかし、
母親の負担感（相談に行くまでの経緯を、最初から説明しないといけない等）や、説明の時間より
相談の時間を多く持つ方が大切である旨伝えると、一応伝えておくということであった。 

・なかなか市教育委員会からの連絡が来ず、母親も焦っている様子なので、児童相談所の発達相談の
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機関を勧め、児相に電話をして日程調整。　　検査結果「発達に問題はなし」
・教育委員会へ相談。母親の思いとは違い、IQテスト。
・児童相談所、地域派出所警察官来園が定期的に来園。
・（8月）保幼小連携の一環として、入学予定小学校1年生担任2名来園（Tについて報告）
・（11月）教育委員会から、「自閉症・情緒障害支援学級が適」との就学前診断結果が届く。
・（１月）入学予定小学校へ面談に行く。校長先生から「こんな元気な子はたくさんいるから大丈夫」
と言われ、母親は安心し普通学級入学を希望。
　小学校より 1 年担任と養護教諭来園→夕方の戸外自由遊びを観察。現状や気になることを報告し、
入学後の見守りをお願いする。　　　        
        
課　題
○机をひっくり返したり理由もなく物を投げたりする行動が続く中、担任はＴにばかり手がかかり他
の園児にゆとりを持って保育ができないし、他の子どもに怪我をさせないか心配であると悩む日々。
4・5歳混合クラスで 28名。最低基準で見れば 1名の保育士で良いが、2名を配置してもなお全員
の気持ちを満足させることができない現状。担任を支える保育園の姿勢、最低基準の在り方など、
問題・課題は山積。
〇担任もクラスの問題として児童相談所に行き相談したが、問題を抱えている親子の専門機関なので、
クラス担任としての今後の保育課題の解決の糸口はみいだせなかった。
○保育現場で懸命に関わってもなお家庭を背負ってくる子どもに対して、なすすべもなく、脱力感・
疲労感を抱きながら立ちすくむ担任を、精神的にフォローしていくのが園長・主任保育士の立場で
あるが、先の見えないことに時として管理者も後ろ向きになってしまう。
〇「低年齢での発達障がいの診断のむずかしさ」、それによる「グレーゾーンの子ども達の対応」「担
任保育士の苦悩」        
〇教育委員会との連携問題。
○教育委員会・児童相談所の機関に、届かなかった母親の思い。そんな母親を支援する保育園の役割
の重要性。
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1   ふたば保育園の概要      

昭和51年開設、38年目、定員90名、現在125名の入所、職員、39名   
主な事業………一時預り事業・延長保育事業・放課後保育事業・ 障がい児保育事業  
　　　　　　　子育て支援事業  平成21年から拠点に変更
　　　　　　　平成14年、別館増築と同時に子育て支援サービス開始  
2   事例    

家族構成　　　父（29歳）・母（31歳）・長女（3歳10月）・次女（1歳2月）   

3年前に退所していったケース（4年半在籍）   
母親が、自ら「自分は子どもを虐待してしまう」という事で入所してきた例
姉妹で平成17年9月～平成22年1月31日まで在籍。

夫と離婚したいが行く所がない。
母親について入所後、園長と面談（資料①）
姉は2年半在籍し卒園する。
妹は、4年3ヶ月在籍し、卒園する年の1月で離婚により退園する。鹿児島へ
姉の担任が、送迎時母親の相談にのったり話をきいたり、面談等も行っていた。（資料②）

母親は、子どもに対して、イライラしたりすると自分の気持ちのはけ口として手を出してしまう。
子どもが、病気になるときちんと病院に連れて行っていた。
保護者の中に話し相手ができ、夕方等におしゃべりして帰るときが多くなった。
仲良くなった母親とのメール交換（悩み相談）をしていた。
たまには、ママ友と飲みに行く時もあった。半年位に1回メールが突然来る。

3   対応 
定期的に、市役所子ども課に児童表を提出し経過報告する。
職員会で、面談内容を報告したり、母親との接し方の勉強会をする。
母親の話を傾聴する。

4   課題 
信頼関係を築けた職員（園長・担任）がいることが重要。職員は、親の話を聴き、信頼関係を築く
事が必要。県外に行ってしまったので、その後の様子がわからない。
鹿児島～大分～東京～大分に居るらしい。（長女は 6 年生、次女は 4 年生になるが一緒に住んでい
るかどうかは分からない）

ふたば子育て支援発表事例

ふたば保育園
園長　井上　留美



第4回  子育て支援センター全国セミナー

46

資料1    　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　平成17年 9月 26日（月）

（背景） 母親との面談内容   ふたば保育園事務所 16:00～17：30まで
・結婚して経済的に苦しかったので、夜 8時までは電気をつけずに蝋燭をともす生活をしていた。
人参ジャガイモの皮も捨てることのできない生活をしていた。

・そんな時に、二人目の妊娠が分かった。経済的にも苦しかったので中絶をしたいと主人に話したが
叱られ仕方なく生んだ。自分で流産する為に色々なことをしてみた。

・出産は最悪だった。子どもが嫌いで泣いたり、言う事を聞かなかったりするとイライラしてしまう。

・夕食の時に姉はご飯しか食べないし、妹はレトルトやインスタントしか食べないので、イライラし
て私がすぐに怒るので、子ども達は毎日大泣きしてしまう状態である。手をあげたり、時には足で
蹴ってしまう。

・主人は毎日帰りが遅く、12時・一時になってしまう。土曜日は15時まで、日曜日も午前は仕事。
日曜日の午後だけは家族で買い物に出かけたりして一緒に過ごす。

・子ども達の事を聞いて欲しいのに、主人は聞いてくれない。主人は仕事の話しかしないので、聞く
気がしない。夫婦の会話は自然と無くなってしまう。子ども達を叱った話をすると「それは虐待じゃ
ないか」ととても怒る。主人は子どもが好きで可愛がる。

・自分の父親の記憶はあまりない。借金をして女性を作って蒸発して、最後はアパートで死後数日し
て発見されたらしい。母親は引き取らなかった。 自分の母親は家族のために働いたが、一緒に過ご
す時間はほとんど無く、意地悪なお手伝いさんに世話されて家でくつろぐことが無かった。母親と
話した思い出が無い。

・13歳の頃から飲酒して、夜の街を徘徊した。万引きもした。現在も飲酒は続き、２０年間続いている。
時には朝から飲まないとイライラする時がある。１日に350CCの缶ビールを３本と焼酎を飲む。
頭痛がするときは一缶だけの時もある。最近特に頭痛がひどく薬を飲んでいる。

・朝保育園に行く時に、姉が玩具を持っていくと言い張りもめて親子で不機嫌になり泣かせてしまう。
お迎えの時には、持って行った玩具が無くなりイラついてまた怒鳴ってしまう。

・夜も子供の寝つきが悪く、イライラしてしまう。 

・主人との離婚を考え、離婚届に捺印して、東京の母親の所に帰りたいと連絡したが、母親に「迷惑
だから帰ってこないで」と言われ行く所が無かった。鹿児島の姉にも迷惑がられている。どこにも
行き場が無く離婚を断念するしかなかった。今は離婚を先延ばしにしている。

・姑とは話が合わない。いつも息子の味方しかしない。悪いのはいつも私になる。

・舅の病気が落ち着いたので、姑が接骨院の仕事を半日でも手伝えるようになるらしい。そうなれば
少しは余裕ができるかもしれない。

以上母親の話を聴いた上で
母親に対して「良く今まで頑張ってこられた」と共感し、思いを受容するように配慮した。
また、正直に話しをされることに対して十分に認め。辛い思いを吐き出させるよう配慮した。
母親は時には、涙をふきながら１時間半にわたって進んで色んなことを話された。　　
母親自身が、今の苦しみから抜け出す為にも以下の三点の実施を勧めた。
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1、子どもを迎えの時にはできるだけ抱きしめてあげるように。
　  夜寝る時は、絵本の読み聞かせを 5分でいいので実践してみてください。
2、『夕食は楽しい時間』という事を優先して喜んで食べる物を食べられるだけ。
　  強制的に食べさせない。保育園の給食をしっかり食べさせているので心配しないように。
3、ご主人とは、いたわりの会話を心がけるように。

職員間では、
1、二人の子供は愛情に飢えている状態なので、全てを受容して、愛情で満たすよう努力する
2、愚痴を聞いてくれる人もいない母親に対しては、何でも聞く姿勢を示し、現在を認め、
     辛い思いを癒せるようにする。
3、母親にも愛情を注ぎ、母親の中に愛情を育て母親に愛情の注ぎ方を知ってもらう。
     という事を職員の努力目標とするように伝えた。

資料 2 　　姉の児童表より

H17.9 月

10・11月

12月
H18.1 月

2・3月

4・5月

家庭で母親の大事なバック・財布・携帯などを姉が取りだし、どこへ置いたか分
からなくなった。母親が怒り脇腹・足を蹴とばしたと帳面に記載。降園時、姉が
保育園でのことを色々話そうとすると自分が疲れていたり頭痛がしたり聞きたく
ないので「うるさい」と怒鳴ってしまう。

親が妹の方へ強く当たる。妹から逆に八つ当たりされけんかになる。父親と一緒
に自家用車で登園するようになる。（母親はいつもは自転車に 2 人を前後に乗せ
ている。）

母親と姉とは会話が増えたりして以前より良い関係になっている。
姉は母親に嫌われたり怒られたりすることを避けようと意識して利口に振る舞っ
ている様子がある

3 月下旬の帳面に子どもが居るだけで「胃が痛くなる」と記載されていた。お迎
え時に母親と話すと母親のストレス・疲れがたまっている様子だった。

個人面談をする。母親が子供に手をあげることは減ってきたが、家庭での苛立ち
が治まらず「うるさい。しゃべるな」等と怒鳴ったり、姉妹喧嘩をする姿に苛立ち、
姉を昼から夕方まで鍵のかかる部屋に閉じ込めトイレ以外は出さなかったとの
事。ストレスが溜り、休日の午前中に夫の祖父母に子供を預けるが、お菓子ばか
りを食べさせたり祖父が子どもをけなす言葉を使っているのを聞きそれに苛立ち
子どもの目の前で祖父と口喧嘩になる事が多い。姉が優しい言葉をかけてくれた
り、純粋な言葉をつぶやいている姿をみると癒され可愛いと思うが、母親自身が
ストレスのはけ口が無い事、自分の味方がいない事、自分の心が満たされない事
により子どもに優しく接しようという思いは持てない。
最近は、親が怒ったりすると姉の顔がチック症のように引きつったり、妹を諭す
姿が見られたりするのを見て、母親は自分がイライラした時に拳を突き出したり、
壁や物にパンチしたりする姿を子どもに見せないように気をつけたいと言う話を
するようになった。
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6・7月

8・9月

10・11月

12月
H19.1 月

2・3月

4・5月

6・7月

母親が様々なストレスから家庭でも怒ったりすることが多く、反省の言葉が連絡
帳に記入してあったり、お迎えの時に自分で話したりしている。

8月、家族で公園に出かけ、楽しく過ごせた。
9月、鹿児島へ家族旅行へ出かけ楽しい思い出が出来た様子。

家庭では姉妹喧嘩が激しく、その様子に苛立った母親が「そんなに喧嘩するなら
出て行く」と言ってしばらく家を出て行く時がある。姉の誕生会には心のこもっ
たメッセージを書いていた。運動会での姉の成長を喜ばれていた。

12 月中旬、母親からの申出で、面談をする。姉が友達の家からゲームカードを
持ち帰ったり、親戚の家でも色ペンを黙って持ち帰る行為があったとの事。また、
姉が反抗的な態度を取ったり、些細なことで泣きだし、泣き止まないので姉の対
応に悩んでいるという事だった。
姉は、今までは自分が優先的に可愛がられたり大事にされているのを実感してい
たが今は妹も同じように可愛がられるようになって来た事で、妹への嫉妬が感じ
られた。母親が子供への愛情が強くなり、心配したり、子どもの様子を見て関わ
りを悩む等、母親としての成長や変化を大いに認めた。子どもの行った行為に対
して、ただ責めたり、叱ったり、批判的な態度を向けるのではなく、姉の思いをゆっ
くり聞く時間を持ったり、母親としての自分の思いをじっくりと話し、姉のこと
をいつも大切に思っている事、心配している事、妹も同じように大好きで大切で
あることを繰り返し伝えて行くことが大切なことを話し合った。
今後も、必要に応じて面談を行い、都度対応を考えたり話し合う機会を持つ事に
した。

休日等、家族で過ごしていても、黙って何かを持ち帰る事が治らないという事で、
ポケットのない服を着せているが、小さな飾り用のポケットの中に物が入ってい
たようで母親がショックとストレスを溜めている。
物を持ち帰る行為だけを意識してやめさせようとするのではなく、姉の内面の気
持ちや思いについても母親と一緒に考え話し合う中で、母親も気づくことがあっ
たようだった。その他の事でも、母親のストレスが溜っているようで子どもの顔
を見るだけで苛立ちきつくあたってしまうということだった。

母親のストレスがかなり溜っているようで、姉が無表情だったり、降園時素早く
行動しない様子に怒る姿が見られた。連絡帳に、姉が一人の時は優しくいい子だ
が妹がいると見えない所で、妹を蹴ったり叩いたり殴ったりする姿が見られる。
母親も「子供二人と同じ空間にいることが苦痛で存在すら鬱陶しく思う」と言う
内容の記載があった。降園時に母親と話すようにした。
そんな中でも、一日休みを取り、姉と一緒にパン造りをしたりしている。

個人面談をする。
両親の仕事が忙しくなり、特に父親に時間の余裕がなくなったという事だった。
母親も疲れやストレス等で情緒の変化が激しく、気持ちが安定しない時には子ど
もに激しくあたってしまうという事だった。家庭では、姉妹喧嘩が激しく、それ
に苛立ち手を上げたり、子どもをおいてしばらく家を出てしまう事もあると言う
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8・9月

10・11月

12月・H20.1月

2・3月

事だった。特に妹の行動に立腹し、6 月下旬頃に妹を激しく叩き続けたり蹴った
りしたという事だった。妹がしてはいけないと念をおしているいる事をあえて行
う姿に我慢できなくなるという事だった。
母親に、姉は母親がどんなに怒っても母親の事を悪く言わないし、怒られた事も
口に出さないし、大好きな母親の良い話しかしない事を伝え、姉の思いをできる
だけ汲み取ってほしい事を伝えた。母親も育児に悩んだり、ノイローゼになりそ
うになりながらも子ども達の事を考えたり関心が深まっているのは事実でその事
を認め合いながら、今後も様子を話し合う事を話し合った。

姉は家庭や自分にとってのストレスを口に出していわないようにしているが情緒
不安な様子が伺える。
不安な気持ちを埋めようとするかのように鞄の中身をいつもいっぱいにしたり
ロッカーに物をたくさん入れ込むことがあった。

特定の友達と一緒に居たがったり、保育園以外でもその友達に会いたがったり家
で一緒に遊びたい事を強く母親に伝えているようだった。

日曜日に親子三人でお弁当を持って公園に行ったようだった。母親は、公園への
行き帰りでイライラさせられ怒鳴りっぱなしだった様子。
イライラする位なら無理に出かけなくてもいいのかなと思ったり、少しでも楽し
い時間が過ごせればと思ってやっているがイライラする事自体が自分が無理をし
ているのかなと思う。そんな自分に泣けてくる。
次の日の帳面に、育児も仕事もうまくいかず、伝えたい事が伝わらずに裏目に出
る事ばかりで自分でどうしたら良いのか、どうやって接して行ったらいいのか分
からず怒鳴ったり、イライラしてしまう。先生のお返事に癒されました。と記載
があった。

甲殻類によるアレルギーがあるかどうかを検査していたが、特定のアレルゲンが
見つからず、ストレスによるものが原因ではないかと言う事らしい。母親も姉に
対して日常的にストレスを与えている事が原因かもと反省されていた。
長女は、3 月で卒園し小学校に行くことになったが、母親自身かなり不安がある
ようで、「学校と保育園という忙しい環境の変化に追い詰められそうな感じ」が
してそれを考えるだけで「疲れる」と記載されていた。
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